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決算のポイント

〈損益の状況〉

連結粗利益は、前年同期比670億円減少の2兆4,928億円となりました。海外貸出収益

の増加や外貨調達コストの減少などにより資金利益は増加しましたが、市場環境の

悪化から、投信・保険、証券、不動産手数料などが減少したことが主な要因です。

営業費は、新システムへの移行に伴う費用などの増加があったものの、経費削減へ

の取り組みにより、前年同期比微減の1兆5,729億円となりました。こうした結果、

連結業務純益は前年同期比655億円減少し9,198億円となりました。

与信関係費用総額は、国内外における取引先企業の業績悪化を反映した格付けの見

直しなどにより、前年同期比990億円悪化の4,335億円となりました。また、株式相

場の下落を受け、株式等償却3,957億円を計上したことにより、連結四半期純利益

は、前年同期比3,567億円減少し、420億円の赤字となりました。

● 連結四半期純利益（平成20年4月～12月）は、与信関係費用の増加や株式等

関係損益の悪化を主因に、前年同期比3,567億円減少の420億円の赤字

● 貸出金は、国内法人貸出の増加により、平成20年9月末比2.6兆円増加。預金

は、海外店預金の減少により平成20年9月末比1.6兆円減少も、国内個人預金は

増加継続

● 連結自己資本比率は、平成20年9月末比0.17ポイント上昇の10.72%

（注）業績説明に使用している計数は、各々単位未満を切り捨てて表示しています。 従って、表中のある項目の計数と他の項
　　目を加減計算した結果とが一致しないことや、説明文中の増減数値とグラフ・表中の計数を加減計算した結果とが一
　　致しないことがあります。
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平成20年度第3四半期の業績について

〈貸出金・預金の状況〉

〈不良債権残高・比率の状況〉

貸出金は、国内法人貸出の増加を主因

に、平成20年9月末比2.6兆円増加し、

93.1兆円となりました。

預金は、為替要因等による海外店預金

の減少によって、平成20年9月末比1.6

兆円減少の118.1兆円となりました

が、国内個人預金は引き続き堅調に推

移し0.8兆円増加の63.5兆円となりま

した。

不良債権残高＊は、平成20年9月末比

0.09兆円減少の1.12兆円、不良債権比

率も、平成20年9月末比0.11ポイント

低下の1.17%となりました。

＊三菱東京UFJ銀行と三菱UFJ信託銀行の単体合算

〈有価証券含み損益の状況〉

株式相場の一段の下落を受け、国内株

式の含み益が減少した結果、有価証券

全体の含み損益合計（その他有価証券

評価差額）は、平成20年9月末比約

0.68兆円減少し、0.68兆円の含み損と

なりました。
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【第3四半期決算に関するQ&A】

 市場価格のある株式の減損処理について教えてください。
A.  当社および国内連結子会社は、市場価格のある保有株式の時価が取得原
価に比べて著しく下落し、回復する見込みがないと判断した銘柄について

は、期末時点の時価まで評価額を引き下げ、差額を損失とする経理処理（減

損処理）を行っています。

      平成20年度第3四半期決算（平成20年4月～12月）では、株式相場の大幅下

落を受け、保有株式等の減損処理により株式等償却3,957億円を計上しま

した。その結果、株式等関係損益が前年同期比△3,632億円の△3,263億円

と大幅に悪化し、当四半期決算が赤字となった主な要因となりました。

      なお、平成20年度通期の減損処理額は、個別銘柄ごとに平成21年3月末の

株価により改めて計算され、決定されます。

 米国低所得者向け不動産貸出（サブプライムローン）関連商品をはじめと

する証券化商品等への投資状況を教えてください。

A.  平成20年12月末の証券化商品等への投資残高は、償還・売却に加え、為替（円
高）の影響もあり、平成20年9月末比5,010億円減少の2.62兆円となりました。

      評価損は4,240億円となり、同9月末比770億円改善しました。また、平成20年度

第3四半期（平成20年4月～12月）の損益は、価格下落に伴う減損や住宅ローン

証券化商品の売却損を中心に1,790億円の損失となりました。

〈連結自己資本比率の状況〉

連結自己資本比率は、平成20年9月末

比0.17ポイント上昇し10.72 %とな

りました。Tier1比率は0.11ポイント

低下し7.51%となりました。

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

（%）
16.0

12.0

8.0

4.0

連

 
  

      

      

 

  

      

7.51

10.72

7.63

10.55

連結自己資本比率

 
  

      

      

 

  

      

低下し7.51%となりました

は0.11率Tier1比た。しまり

し10昇上トンイ比0.17ポ

平成、連結自己資本比率は

〈連結自己資本比率の

 
  

      

      

 

  

      

た。

トンイ1ポ

な.72 %と

月末9年02成

の状況〉

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

Q.

平成2
0

連結

価 比

当社おA.
市場価 

  

      

      

 

  

      

【第3四半期決算に

平成20年12月末20年9月末
Tier1比率　結自己資本比率

復著 く 落比

市場、および国内連結子会社は

価格のある株式の減損処理につ 
  

      

      

 

  

      

に関するQ&A】

な 判断 銘

価格のある保有株式の時価が

いて教えてください。 
  

      

      

 

  

      

が取得原

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

株価に

平、なお

と大幅

そ。した

受を落

成20平

損処理

期末、は

価に比

 
  

      

      

 

  

      

決定されにより改めて計算され、

年度通期の減損処理額02平成

当四半期決算が赤字幅に悪化し、

株式等関係損益が前、その結果

よに理処損減の等式株有保、け受

成20年（平算決期半第3四度0年

を行っています。理）

評価額を引き末時点の時価まで

見する回復、著しく下落し比べて

 
  

      

      

 

  

      

れます。

3年12個別銘柄ごとに平成、は

字となった主な要因となりまし

2,3△億円の236,3△前年同期比

計を円億759,3却償等式株りよ

の場相式株は、で年4月～12月）

差額を損失とする経理処、き下げ

柄にないと判断した銘見込みが

 
  

      

      

 

  

      

月末の3

した。

億円36

しま上計

下幅大

減（処理

について

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

株価に

Q.

証券化

四半3第

価損評

の影高）

02成平A.
する証

米国低

 
  

      

      

 

  

      

決定されにより改めて計算され、

化商品の売却損を中心に1,790億円

の損益）月21～月4年02平成（半期

7月末比9同、となり億円042,4は損

平成20年9月末比5,0影響もあり、

投のへ品等化商券の証末月21年0

証券化商品等への投資状況を教

サブプ（低所得者向け不動産貸出

 
  

      

      

 

  

      

れます。

円の損失となりました。

価格下落に伴う減損や住宅、益は

平成、また。したまし改善億円077

10億円減少の2.62兆円となりま

為、え加に却売・還償、は高資残投

えてください。

関連商品をは）プライムローン

 
  

      

      

 

  

      

宅ローン

度年02成

した。

円（替為

はじめと

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

 
  

      

      

 

  

      

2



3

平成20年度第3四半期の業績について

10.72%
7.51%

117,738
82,457
87,799

連結自己資本比率の状況（第一基準）
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平成20年9月末 平成20年12月末

1,940,242
904,451
386,713
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1,197,983

90,426

△ 3,344
与信関係費用総額（△は費用）
（信託勘定償却＋一般貸倒引当金繰入＋与信関係費用
＋偶発損失引当金戻入益（与信関係））

連結粗利益（信託勘定償却前）

　うち資金利益

　うち役務取引等利益　

営業費

連結業務純益
（一般貸倒引当金繰入・信託勘定償却前）

臨時損益（△は費用）

　うち与信関係費用

　うち株式等関係損益

経常利益

特別損益（△は損失）

　うち償却債権取立益

　うち子会社株式売却益

　うちシステム統合に係る費用

法人税等＋法人税等調整額

少数株主利益

四半期純利益（△は損失）

25,599
13,859

7,961
15,745

9,854

△ 3,317

△ 3,458
369

6,650

△ 329
312
－ 
－ 

2,627
546

3,146

資産の部

　うち貸出金

　うち有価証券

負債の部

　うち預金

純資産の部

平成19年度第3四半期
（平成19年4月～12月）

平成20年度第3四半期
（平成20年4月～12月）

10.55%
7.63%
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83,804
87,831
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1,181, 281
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14,101

7,228
15,729
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7,961

13,859
25,599

前）償却定

半期四19年度第3成平

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

8 362

（平成20年4月～12月）

△

9,198

15,729
7,228

14,101
24,928

半期四第320年度成平

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 （ 損失）純利益半期

少数株主利益

法人税等＋法人税等調整額

用費る係にに合統ムテシスちう

益却売式株社会会子うち

益立取権却債償ち　う

（△は損失）特別損益

経常利益

益損係関等式株うち

用費係関信与与信うち

（△は費用）臨時損益

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 
546

2,627
－
－

312
329△

6,650
369

3,458△
3,317△

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 
623
903
765△
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244
32△
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3,263△
4,646△
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 （△は損失）

）

負債の部

　うち有価証券

貸出金　うち

資産の部

純利益四半期

）係関与信（益戻入金引当失損発偶＋
信与＋入金繰当引倒貸般一＋却託勘定償信（
）用費は△額（総用費係関信与

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 3,146

費用

1 849 816

20年9月末成平

係関信 3,344△

386,713
904,451

1,940,242

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 420

4,335

988

20年12月末成平

△

△

61 89
455,092
931,250

,91681,98

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

純資産の部

総所要自己資本額

（第連結自己資本比率の状況

預金　うち

負債の部

Tier1

自己資本

Tier1 比率

自己資本比率

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

90,426

87,831

一基準） 20年9月末成平

983,719,1
1,849,816

83,804
115,902

7.63%
10.55%

　

　 　

　

　

　

　

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

91,927

87,799

20年12月末

82,457
117,738

7.51%
10.72%

成平

281,118,1
,98861,89
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業
界
初
！
走
る
店
舗

｢

移
動
営
業
所｣

が
ス
タ
ー
ト

　
カ
ブ
ド
ッ
ト
コ
ム
証
券
は
、
平
成
二
十
年
十
月
よ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
に
最
新
機
器
を
搭
載
し
た｢

移
動
営
業
所｣

で
、
証
券

事
務
や
投
資
情
報
提
供
と
い
っ
た
証
券
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
。

　
証
券
業
界
初
と
な
る｢
移
動
営
業
所｣

で
は
、
同
社
サ
ー
ビ

ス
の
ご
紹
介
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
操
作
方
法
の
ご
案

内
、
口
座
開
設
や
各
種
手
続
き
の
お
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
車
両
側
面
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
活
用
し
た

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
優
れ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え

て
、「
移
動
営
業
所
」に
よ
る
対
面
で

の
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
ご

提
供
す
る
こ
と
で
、お
客
さ

ま
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。今

後
、
そ
の
機
動
力
を
活
か

し
、全
国
を
巡
回
し
て
い
く

予
定
で
す
。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

｢

M
U
F
G 

B
i
z
B
u
d
d
y｣

ス
タ
ー
ト

　
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
は
、
平
成
二
十
一
年
二
月
よ
り
、
海

外
で
活
躍
さ
れ
る
日
系
企
業
の
お
客
さ
ま
を
対
象
に
、
会
員

制
の
情
報
提
供
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス｢

M
U
F
G 

B
i
z
B
u
d
d
y（
ビ
ズ
バ
デ
ィ
）｣

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
お
客
さ
ま
の
所
在
国
別
の
ペ
ー
ジ
を
設

け
、同
行
海
外
拠
点
で
作
成
し
た
為
替
・
金
融
情
報
に
加
え
、外

部
の
専
門
家
に
よ
る
現
地
の
人
事
・

労
務
、
税
務
・
会
計
、
政
治
・
経
済
な

ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
欠
か
せ
な
い
情
報

を
日
本
語
で
ご
提
供
す
る
も
の
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

タ
イ
の
三
ヵ
国
か
ら
開
始
し
、今
後
、

対
象
国
を
拡
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
で
は
、
事

業
を
展
開
す
る
国
に
お
け
る
経
営
関

連
の
情
報
を
、
い
ち
早
く
入
手
し
た

い
と
い
う
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
、

今
後
も
積
極
的
に
お
応
え
し
て
い
き

ま
す
。

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

「、
て

ト
ッ
ネ

社
同
セ
ニ
ミ

型
大
の
面
側
両
車
、
た
ま。
す
ま 　　

　

 

 

き
続
手
種
各
や
設
開
座
口
、
内

ッ
ネ
ー
タ
ン
イ
や
介
紹
ご
の
ス

動
移

｢る
な
と
初
界
業
券
証

。
た
し
ま
め

っ
い
と
供
提
報
情
資
投
や
務
事

し
載
搭
を
器
機
新
最
に
ク
ッ
ラ

、
は
券
証
ム
コ
ト
ッ
ド
ブ
カ
　　

　

 

 

が
ス

｣

移
動
営
業
所

｢
業
界
初
！
走
る
店
舗

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

。
す
で
定
予

く
い
て
し
回
巡
を
国
全、
し

か
活
を
力
動
機
の
そ
、
後

今。
す
ま
き
い
て
め
努
に
上

　　

　

 

 

今。
す

努

上

向
性
便
利
る
な
ら
さ
の
ま

さ
客
お、
で
と
こ
る
す
供
提

ご
に
た
新
を
ス
ビ
ー
サ
の

で
面
対
る
よ
に」
所
業
営
動
移
「

え
加
に
ス
ビ
ー
サ
の
由
経
ト

ー
タ
ン
イ
た
れ
優
、
は
で
社

。
す
ま
い
て
し
催
開
も
ー
ナ
ミ
セ

た
し
用
活
を
イ
レ
プ
ス
ィ
デ
型

　　

　

 

 

い
て
っ
行
を
ぎ
次
り
取
お
の
き

案
ご
の
法
方
作
操
の
引
取
ト
ッ

ビ
ー
サ
社
同
、
は
で

｣所
業
営

始
を
ス
ビ
ー
サ
口
窓
券
証
た
っ

券
証
、
で

｣所
業
営
動
移

｢た
し

ト
、
り
よ
月
十
年
十
二
成
平
、

　　

　

 

 

ス
タ
ー
ト

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

ま
す後
今
と
い
の
連

　　

　

 

 

の
連
を
業
三
対
象
タ
イン
イを
日の
ど労
務

　　

　

 

 

の
部

同
行
海
外
拠
点
で
作
成
し

、
け

お
客
さ

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
（
ビ
ズ
バ
デ

y
d

u
d

B
z
i
B

ェ
ウ
供
提
報
情
の
制

業
企
系
日
る
れ
さ
躍
活
で
外

銀
行
は
、

J

三
菱
東
京
U
F

　　

　

 

 

B
z
i
B
G
F
U
M

｢

報
情
ス
ネ
ジ
ビ
外
海

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

　　

　

 

 

す
。

き
い
て
し
え
応
お
に
的
極
積
も
後

に
、

ズ
ー
ニ
の
ま
さ
客
お
う
い
と

た
し
手
入
く
早
ち
い
、
を
報
情
の

　　

　

 

 

し
手
入

早

、

報
情
の

関
営
経
る
け
お
に
国
る
す
開
展
を

は
、
事

で
行
銀
J
F
U
京
東
菱
三象
国
を
拡
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
、

イ
の
三
ヵ
国
か
ら
開
始
し
、
ル
・

ー
ポ
ガ
ン

ア
・
シ

シ
ネ
ド
ン日
本
語
で
ご
提
供
す
る
も
の
で
す
。
報
情
い
な
せ
か
欠
に
ス
ネ
ジ
ビ
の

経
済
な

・
治
政

会
計
、

・
務
税

務
、

　　

　

 

 ・
事
人
の
地
現
る
よ
に
家
門
専
の

外

金
融
情
報
に
加
え
、

・
替

し
た
為

さ
ま
の
所
在
国
別
の
ペ
ー
ジ
を
設

を
開
始
し
ま
し
た
。

｣）

デ
ィ

G
F
U
M

｢ス
ビ
ー
サ
ブ

員
会
、
に
象
対
を
ま
さ
客
お
の

海

平
成
二
十
一
年
二
月
よ
り
、

、

　　

　

 

 

ト
ー
タ
ス

｣y
d
d
u
B

ス
ビ
ー
サ
ブ
ェ
ウ
報
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  トピックス

　
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
は
、
カ
タ
ー
ル
国
の
首
都
ド
ー
ハ

に
あ
る
カ
タ
ー
ル
金
融
セ
ン
タ
ー
内
に
、
バ
ハ
レ
ー
ン
支
店

ド
ー
ハ
出
張
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
豊
富
な
天
然
ガ
ス
資
源
を
背
景
に
、
国
民
一
人
当
た
り
の

名
目
国
内
総
生
産
が
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
で
第
一
位
を

誇
る
カ
タ
ー
ル
で
は
、
今
後
も
天
然
ガ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
関
連
の

事
業
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、
首
都
ド
ー
ハ
は
、
同
地

域
に
お
け
る
物
流
・
交
通
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
多
く

の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
が
集
ま
り
ま
す
。

　
当
出
張
所
の
開
設
に
よ
り
、
同
行
の
中
近
東
地
域
の
拠
点

は
、
昭
和
五
十
五
年
開
設
の
バ
ハ
レ
ー
ン
支
店
を
中
心
に
、
三

つ
の
出
張
所（
ア
ブ
ダ
ビ
、ド
バ
イ
、

ド
ー
ハ
）、
二
つ
の
駐
在
員
事
務
所

（
カ
イ
ロ
、
テ
ヘ
ラ
ン
）の
計
六
拠
点

と
な
り
ま
す
。こ
の
邦
銀
随
一
の
拠

点
網
を
活
か
し
、
今
後
も
同
地
域
で

事
業
を
展
開
す
る
お
客
さ
ま
の
サ

ポ
ー
ト
や
情
報
収
集
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

バ
ハ
レ
ー
ン
支
店

ド
ー
ハ
出
張
所
の
開
設

  トピックス

国
際
投
信
投
資
顧
問
、

投
信
会
社
満
足
度
調
査
で
首
位

　
国
際
投
信
投
資
顧
問
は
、
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
＆

Ｉ
）
発
行
の
『
フ
ァ
ン
ド
情
報
』（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
四

日
号
）に
掲
載
さ
れ
た「
第
二
回
投
信
会
社
満
足
度
調
査※

」で
、

「
総
合
評
価
」
を
は
じ
め
、「
サ
ー
ビ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
」「
商

品
の
運
用
能
力
」「
商
品
企
画
力
」「
担
当
者
の
説
明
能
力
・
人

柄
」の
五
部
門
す
べ
て
で
首
位
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
内
最
大
級
の
投
資
信
託
で
あ
る｢

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ソ
ブ
リ
ン
・

オ
ー
プ
ン｣

を
擁
す
る
同
社
は
、株
式
、債
券
、不
動
産
投
資
信
託
な

ど
幅
広
い
資
産
で
運
用
す
る
投
資
信
託
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
二
十
一
年
一
月
に
は
、ア
ジ
ア
や
太
平
洋
諸
国
・

地
域
の
政
府
や
政
府
機
関
が
発
行
す
る
債
券
を
中
心
に
投
資

す
る
投
資
信
託
を
設
定
し
、
ア
ジ
ア
重
視
の
投
資
戦
略
も
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。今
後
も
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
商
品
の
開

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、各
種
の

情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
お
客
さ

ま
の
期
待
に
お
応
え
し
て
い
き
ま
す
。

※

調
査
は
、
国
内
に
拠
点
を
持
つ
主
要
金
融
機
関
を

対
象
に
、
平
成
二
十
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　　　

　　

 

  トピックス

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

取
に
的
ー
ポ
業
事
網
点
な
と

イ
カ
（

ー
ド
の
つ

　　　

　　

 

の
つ
バ
の
設
開
年
五
十
五
和
昭
、
は

、
り
よ
に
設
開
の
所
張
出
当
の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
が
集
ま
り
ま

お
け
る
物
流
・
交
通
の
中

に
域

ま。
す
ま
れ
ま
込
見
が
大
拡

事
業

今
後
も

誇
る
カ
タ
ー
ル
で
は
、
東
・
北

中
が
産
生
総
内
国
目
名

背
を
源
資
ス
ガ
然
天
な
富
豊

　　　

　　

 

開
の
所
張
出
ハ
ー
ド

店
支
ン
ー
レ
ハ
バ

背

源
資

ガ
然
天

富
豊ー
ハ
出
張
所
を
開
設
し
ま
す

ド

タ
ン
セ
融
金
ル
ー
タ
カ
る
あ
に

、
は
行
銀
J
F
U
京
東
菱
三
　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

。
す
ま
き
い
で
ん
組
り
取

極
積
に
ど
な
集
収
報
情
や
ト

サ
の
ま
さ
客
お
る
す
開
展
を
業

で
域
地
同
も
後
今
、
し
か
活
を

拠
の
一
随
銀
邦
の
こ。
す
ま
り

点
拠
六
計
の）
ン
ラ
ヘ
テ
、
ロ
イ

所
務
事
員
在
駐
の
つ
二
、）
ハ
ー

イ
バ
ド

ビ
ダ
ブ
ア
（所
張
出

　　　

　　

 

、
イ
バ
ド、
ビ
ダ
ブ
ア
（所
張
出

三
、
に
心
中
を
店
支
ン
ー
レ
ハ

点
拠
の
域
地
東
近
中
の
行
同
ま
す
。

多
く

中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

地
同
、
は
ハ
ー
ド
都
首
、
た
ま天
然
ガ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
関
連
のを
位
一
第
で
域
地
カ
リ
フ
ア
北

の
り
た
当
人
一
民
国
、
に
景
背

　　　

　　

 

設

人
一
民

、

景
背す
。

店
支
ン
ー
レ
ハ
バ
、
に
内
ー
タ

ハ
ー
ド
都
首
の
国
ル
ー
タ
カ
、

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

の報
情
に
発
ニ
の
し
出
ア

す
る
投
資
信
託

施
さ
れ

対
象
に
調
査

※

　　　

　　

 

ア

し
、

す
る
投
資
信
託
を
設
定

が
関
機
府
政
や
府
政
の
域
地

平
成
二
十
一
年
一
月

、

ま
た

資
投
る
す
用
運
で
産
資
い
広
幅
ど

株、
は
社
同
る
す
擁
を

｣ン
プ
ー
オ

で
託
信
資
投
の
級
大
最
内
国の
五
部
門
す
べ
て
で
首
位

柄
」

「
商
品
企
画

力
」

能

品
の
運
用

「
サ

を
は
じ
め
、

「
総
合
評
価
」

　　　

　　

 

調
「
サ

「
総
合
評
価
」

「
第
二
回

に
掲
載
さ
れ
た

日
号
）

『
フ
ァ
ン
ド
情
報

発
行
の

Ｉ
）国
際
投
信
投
資
顧
問
は
、
格

度
足
満
社
会
信
投

問
顧
資
投
信
投
際
国

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

　　　

　　

 

。
す
ま
き
い
て
し
え
応
お
に
待
期
の

さ
客
お
て
じ
通
を
ど
な
供
提
報

の
種
各、
に
も
と
と
む
組
り
取
に

開
の
品
商
た
し
映
反
を
ズ
ー
ニ

ま
さ
客
お
も
後
今

す
。

ま
い
て
しア
ジ
ア
重
視
の
投
資
戦
略
も
打
ち

れ
た
も
の
で
す
。

平
成
二
十
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
実

に
、

国
内
に
拠
点
を
持
つ
主
要
金
融
機
関
を

査
は
、

　　　

　　

 

ア
ジ
ア
重
視
の
投
資
戦
略
も
打
ち資
投
に
心
中
を
券
債
る
す
行
発

・

ア
ジ
ア
や
太
平
洋
諸
国

月
に
は
、

。
す
ま
い
て
え
ろ
そ
り
取
を
託
信
資

な
託
信
資
投
産
動
不不、
券
債、
式
株

・
ン
リ
ブ
ソ
・
ル
バ
ー
ロ
グ

｢る
あ
で位
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
担
当
者
の
説
明
能
力
・
人

力
」

「
商

サ
ー
ビ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
」

　　　

　　

 

位

「
商

サ

サ

体
制
」
で
、

」

※

回
投
信
会
社
満
足
度
調
査

（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
四

報
』

（
Ｒ
＆

格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー

首
で
査
調
、
問
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6

　
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
、
三
菱

U
F
J
信
託
銀
行
、
三
菱
U
F
J
証

券
お
よ
び
三
菱
U
F
J
環
境
財
団
は
、

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
と
共
同
で
、

環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｢

守
ろ
う
地

球
の
た
か
ら
も
の｣

を
平
成
二
十
年
度

か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
自
然
環
境

や
文
化
財
を
、
人
類
共
通
の„
た
か
ら

も
の“
と
し
て
未
来
へ
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。子
ど
も
た

ち
が
身
近
な
自
然
を
通
じ
て
、
環
境
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
規
模
の
課

題
に
関
心
を
寄
せ
、
持
続
可
能
な
社
会

に
対
す
る
感
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に｢

学
び｣｢

気
づ
き｣｢

行

動｣

の
観
点
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　｢

学
び｣

の
一
環
と
し
て
、
全
国
の
小

社
会
と
と
も
に

環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
守
ろ
う
地
球
の
た
か
ら
も
の
」

「守ろう地球のたからもの」専用ホームページ
http://www.unesco-esd.jp/index.html

学
校
、
中
学
校
を
対
象
に

環
境
教
材｢

守
ろ
う
地
球

の
た
か
ら
も
の
〜
持
続
可

能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

豊
か
な
自
然
編｣

を
制
作

し
、
平
成
二
十
年
十
二
月

か
ら
、
ご
希
望
に
応
じ
て

配
布
し
て
き
ま
し
た
。こ

の
教
材
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
環
境
問

題
を
学
び
、
人
間
と
自
然

と
の
よ
り
良
い
か
か
わ
り

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
知
識
や
知

恵
、
価
値
観
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
絵
を
描
く
こ
と
を
通
じ
た

｢

気
づ
き｣

の
機
会
と
し
て
開
催
し
て

い
る「
み
ど
り
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」は

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

国
全
、
て
し
と
環
一
の

｣び
学

｢

ま
い
て
し
動
活
ら
か
点
観
の

｣動

き
づ
気

｢｣

び
学

｢に
う
よ
る
き
で

こ
む
く
ぐ
は
を
性
感
る
す
対
に

な
能
可
続
持

せ
寄
を
心
関
に
題 　　　

　

な
能
可
続
持
、
せ
寄
を
心
関
に
題

模
規
界
世
る
す
と
め
じ
は
を
題

環
、
て
じ
通
を
然
自
な
近
身
が
ち

ど
子。
す
で
み
組
り
取
の
め
た
く

い
継
き
引
へ
来
未
て
し
と
“の
も

た
„の
通
共
類
人
、
を
財
化
文
や

然
自
、
は
ト
ク
ェ
ジ
ロ
プ
の
こ

。
す
ま
い
て
め
始
ら
か

十
二
成
平
を

｣の
も
ら
か
た
の
球 　　　

　

ろ
守

｢ト
ク
ェ
ジ
ロ
プ
育
教
境
環

共
と
盟
連
会
協
コ
ス
ネ
ユ
本
日

財
境
環
J
F
U
菱
三
び
よ
お
券

F
U
菱
三
、
行
銀
託
信
J
F
U

、
行
銀
J
F
U
京
東
菱
三

ェ
ジ
ロ
プ
育
教
境
環　　　

　

に
も
と
と
会
社　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

小
の
国

。
す
ま

行

｢｣

き

が
と
こ

会
社
な

絵
の
り
ど
み
「る
い

会
機
の

｣き
づ
気

｢

く
描
を
絵
、
た
ま

。
す
ま
い
て
し
ざ

に
身
を
観
値
価

恵

　　　

　

会
社
な

課
の
模

問
境
環

た
も
ど

い
で
い

ら
か
た

境
環
然

度
年
十

に
身
を
観
値
価
、
恵

る
え
考
て
い
つ
に

か
か
い
良
り
よ
の
と

と
間
人
、
び
学
を
題

環
く
し
楽
が
ち
た
も

、
て
し
通
を
材
教
の

し
ま
き
て
し
布
配

応
に
望
希
ご
、
ら
か

十
年
十
二
成
平
、
し

　　　

　

地
う
ろ

、
で
同
共

、
は
団
財

証
J
F

菱
三

の
球
地
う
ろ
守
「ト
ク
ェ

を

｣編
然
自
な
か
豊

し
ざ
め
を
会
社
な
能

持
〜
の
も
ら
か
た
の

う
ろ
守

｢材
教
境
環

対
を
校
学
中
、
校
学

　　　

　

に

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

は」
ル
ー
ク
ン
コ
絵

て
し
催
開
て
し
と

た
じ
通
を
と
こ
く

め
を
と
こ
る
け
つ
に

　　　

　

め
を
と
こ
る
け
つ
に

知
や
識
知
の
め
た

り
わ
か

然
自
と

問
境
環

ど
子
、

こ。
た
し

て
じ
応

月
二
十

　　　

　

」
の
も
ら
か
た
の

作
制
を

〜
て
し

可
続
持

球
地
う

に
象
対

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

.unesco-esdhttp://www
専用「守ろう地球のたからもの」

　　　

　

d.jp/index.html
ホームページ用
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7

社会とともに

　
平
成
二
十
年
十
二
月
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ツ
2
0
0
8
」（
主
催:

社
団
法
人

産
業
環
境
管
理
協
会
、
日
本
経
済
新
聞

社
）
に
、
三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
、
三
菱
東
京
U
F
J
銀

行
、
三
菱
U
F
J
信
託
銀
行
、
三
菱

U
F
J
証
券
、
三
菱
U
F
J
ニ
コ
ス
が

共
同
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　｢

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ｣

と
は
、
企
業
活

動
に
お
け
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
や
環

境
技
術
の
情
報
発

信
、
ま
た
、
環
境
配

慮
型
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
の
機

会
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る

国
内
最
大
級
の
環

境
展
示
会
で
、
今
回

で
十
回
目
と
な
り

ま
す
。

　
M
U
F
G
グ
ル
ー

プ
の
ブ
ー
ス
で
は
、
環
境
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
や
排
出
権
信
託
な
ど
各
社
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
自
然
保
護
団
体
に
よ
る
講
演
、
環

境
教
育
絵
本
「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
ひ
み

つ
」
の
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
を
行
い
、

ご
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々
か
ら
関

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
M
U
F
G
グ
ル
ー
プ
は
、
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

環
境
展
示
会「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
0
8
」に
出
展

第
三
十
三
回
目
を
迎
え
、約
二
万
五
千

名
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。平
成
二
十
年
十
二
月
に

は
、九
名
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
と
ご
家

族
を
お
招
き
し
て
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
人
類
共
通
の„
た
か
ら
も
の“
を
未

来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
今
後
も

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　　　

　

　

社会とともに

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

。
す
ま
き
い

組
り
取
に
ト
ク
ェ
ジ
ロ
プ
の
こ

　　　

　

　

組

取
に

ェ
ジ

プ
の

今
、
め
た
く
い
で
い
継
き
引
へ
来

の
も
ら
か
た
„の
通
共
類
人
。
た
し

行
を
式
彰
表
て
し
き
招
お
を
族

と
者
賞
受
賞
秀
優
最
の
名
九、
は

二
十
年
十
二
成
平。
た
し
ま
き
だ

を
募
応
ら
か
ち
た
も
ど
子
の
名

万
二
約、
え
迎
を
目
回
三
十
三
第

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

ー
ル
グ
G
F
U
M
。
す
ま

り
な
と
目
回
十
で

回
今
、
で
会
示
展
境

環
の
級
大
最
内
国

る
い
て
れ
さ
催
開

年
毎
、
て
し
と
会

機
の
及
普
の
ス
ビ 　　　

　

　

ー
サ
や
品
製
型
慮

配
境
環
、
た
ま
、
信

発
報
情
の
術
技
境

へ
境
環
る
け
お
に
動

ク
ダ
ロ
プ
コ
エ

｢

出
を
ス
ー
ブ
で
同
共

菱
三
、
券
証
J
F
U

J
F
U
菱
三
、
行

三

プ

ル
グ

ル

で
ん
組

　　　

　

　

「会
示
展
境
環

三
、
プ
ー
ル
グ
・
ル

F
U
菱
三
、
に
）
社

会
協
理
管
境
環
業
産

」
8
0
0
2
ツ
ク
ダ

さ
催
開
で
ト
イ
サ
グ

十
年
十
二
成
平

で
ん
組

も
後
今

未
を
“

ま
い
行

家
ご
と

に
月
二

た
い
を

千
五
万

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

ー り回環る年機

　　　

　

　

ま
き
い
て

へ
題
問
境

も
後
今

せ
寄
を
心

さ
場
来
ご

読
の
」
つ

ー配発

環
や
み
組
り
取
の
へ

活
業
企
、
は
と

｣ツ

。
た
し
ま
し
展
出

が
ス
コ
ニ
J
F
U
菱

菱
三
、
行
銀
託
信

銀
J
F
U
京
東
菱
三

　　　

　

　

0
0
2
ツ
ク
ダ
ロ
プ
コ
エ

読
の
」
つ

絵
育
教
境

然
自
、
に

り
取
の
へ

出
排
や
ス

ー
ブ
の
プ

銀
J
F
U
京
東
菱
三

ャ
シ
ン
ナ
ィ
フ
J
F

聞
新
済
経
本
日
、
会

人
法
団
社

:催
主
（

ロ
プ
コ
エ
「
た
れ
さ

ッ
ビ
京
東
に
月
二

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

　　　

　

　

。
す

せ
さ
実
充
を
み
組
り
取
の

環
、
は
プ
ー
ル
グ
G
F
U
M

。
た
し
ま
き
だ
た
い
て

関
ら
か
々
方
の
く
多
た
れ
さ

い
行
を
ど
な
会
せ
か
聞
み
読

　　　

　

　

展
出
に」
8
0

、
い
行
を
ど
な
会
せ
か
聞
み
読

み
ひ
の
ウ
ソ
ラ
ク
サ
「
本
絵

環
、
演
講
る
よ
に
体
団
護
保

も
と
と
る
す
介
紹
を
み
組
り

境
環
の
社
各
ど
な
託
信
権
出

ン
ナ
イ
ァ
フ
境
環
、
は
で
ス
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セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
報
告

平
成
二
十
一
年
二
月
、大
阪
と
名
古
屋
で
開
催
し
た「
株
主
セ
ミ
ナ
ー
」の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。抽
選
に
よ
り
ご
招
待
し
た
株
主
さ
ま
、

二
会
場
あ
わ
せ
て
百
七
十
八
名
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
主
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
は
、平
成
二
十
年

九
月
の
東
京
開
催
に
続
き
二
回
目
、大
阪
、名
古
屋
で
は
初
め

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
三
菱
U
F
J
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
五
十

嵐
調
査
部
長
が
、「
内
外
の
経
済
・
金
融

を
展
望
す
る
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
し
た
米

国
景
気
後
退
の
背
景
や
為
替
相
場
が
景

気
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
解
説
。講
演

終
了
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ま
か
ら
は「
分
か
り

や
す
く
参
考
に
な
っ
た
」 「
株
主
総
会
に

な
か
な
か
出
席
で
き
な
い
の
で
、こ
の

よ
う
な
催
し
は
有
意
義
」な
ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、今
後
も
株

主
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

  MUFGレポート

名古屋会場

大阪会場
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利用したことがない
74.9％

利用したこと
がある
25.1％

＊三菱ＵＦＪ信託銀行証券代行部は、株主名簿
管理人として、株主名簿の作成、株主総会関係
書類の封入・発送などの証券代行業務を行っ
ています。

紹介記事に関するご意見

株式事務サービスや
テレホンセンターのご利用 ご利用されたことがある方の感想

株式事務に関するお問い合わせ
をされた方の感想

「株主の皆さまへ 
第4期第1四半期」の感想

ご回答いただいた株主の皆さま／回答者数：21,330 名（回答率 4.5%）

あまり参考に
ならなかった
20.5％

参考になった
52.2％

内容が理解
できない、
参考にならない

どちらとも
いえない
22.0％

前回より
良くなったと
思う

30.4％

これまでと
特に変わらない

59.6％
前回より悪く
なったと思う

4.2％

内容が理解できない、
面白くない

応対、サービスに
満足できなかった

応対、サービス
は普通
47.4％

応対、サービス
に満足した
40.5％

回答内容、
情報提供に
満足でき
なかった

回答内容、情報提供に
満足した
85.7％

5.3％

14.3％

12.1％

5.8%　

三菱UFJ信託銀行
証券代行部について＊

9

三菱UFJ信託銀行証券代行部をご
利用されたことに関して「満足し
た」とするご意見が多く寄せられた
一方、電話がつながりにくいなどサ
ービスの向上に関してさまざまな
ご意見をいただきました。
皆さまからいただいたご意見を踏
まえ、株式事務サービスの向上に取
り組んでまいります。

■株主優待制度に関するアンケートのお願い
当社の株主優待制度（｢MUFG株主倶楽部｣）に関するアンケートハガキを同封
しています。大変お手数ですが、ご回答をご記入の上、ご返送くださいますよ
うお願い申し上げます。本アンケートの結果は、今後の優待制度の参考にいた
します。株主の皆さまのご協力をお願い申し上げます。

  株主アンケート結果のご報告

株
主
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ご
報
告

「
株
主
の
皆
さ
ま
へ 

第
四
期
第
1
四
半
期
」（
平
成
二
十
年
九
月
発
行
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。



平成21年3月発行
本誌はFSC認証紙、大豆インキを使用しています。
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